
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョン指標 当初値 現状値 
目標値 

（R7） 
目標値 
（R12） 

居住誘導区域内人口密度 60.3 人/ha 
（R２） 

【R５判明】 
60.2 人/ha  

以上 

60.0 人/ha 
以上 

日常生活サービスの徒歩圏 
充足率 

52.7％ 
（R２） 

【R５判明】 54％以上 55％以上 

公共交通の機関分担率 18.7％ 
（R２） 

【R５判明】 19％以上 20％以上 

防災上危険が懸念される地域の
居住人口 

120 千人 
（R２） 

【R５判明】 110 千人以下 100 千人以下 

自然と都市の魅力を享受し， 
質の高い暮らしができると感じる
県民の割合 

62.6％ 

（R１） 

53.4％ 

(R3) 
66％以上 70％以上 

○ 地域特性や規模に応じた拠点ごとに必要な都市機能の集約や災害リスクの低いエリアへの居住

の誘導が進むとともに，拠点間が最適な公共交通ネットワーク等で結ばれた，県民の安全・安心で

豊かな生活を支える「持続可能な集約型都市構造」の形成が進んでいます。 

○ 都市機能や居住が集約されたエリアでは，効果的かつ集中的にデジタル技術やデータなどを活用

して，質の高いサービスを享受できるとともに，イノベーションを創出する交流の場と心身を豊かにす

る自然が近接している広島の強みやそれぞれのエリアの特色を生かした，ゆとりと魅力あるまちづくり

や居住環境の創出が進んでいます。 

○ 広島市都心部においては，利便性の高い公共交通ネットワークの構築や国内外からの来訪者等

が気軽に憩えるデザイン性に優れた公共空間の整備等により，人が中心となる都心空間と回遊ネッ

トワークが形成されています。また，大規模オフィスやコンベンション施設，ラグジュアリーホテル等の

国際水準の都市機能の強化やイノベーションを生み出す多彩な人材の育成と集積が進んでいま

す。 

○ 備後圏域の玄関口である福山駅周辺においては，都市型産業の集積や遊休不動産を活用した

ビジネスモデルの構築などにより，ビジネスの拠点性が強化され人材が集積されるとともに，「居心

地が良く歩きたくなるまちなか」の創出に向けて，人の集まる拠点の整備や道路・広場等の整備など

が進んでいます。 

目指す姿（10 年後） 

持続可能なまちづくり 
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主な取組 

● 機能集約された都市構造の形成 

 広島型ランドバンク事業のモデル地区の決定

（三原市本町地区） ［R3.4］ 

 

● ネットワーク及び交通基盤の強化   

 都市計画道路の整備推進  

【事業完成】 

円一皆実線（三原市），畑口寺田線４工区（廿日市市） 

【事業推進中箇所】 

吉行飯田線４工区 ほか１５箇所 

 

● 災害に強い都市構造の形成 

 市街化区域内の土砂災害特別警戒区域を市街化

調整区域に編入する取組方針の策定 ［R3.7］ 

 

● 地域と連携し，地域の特性を生かしたま

ちづくりの推進 

 ゆとりと魅力ある居住環境の創出モデル

事業のモデル地区の決定 

（東広島市広島大学周辺エリア）［R3.5］ 

 

● データと新技術を活用したまちづくり（ス

マートシティ化）の推進 

 デジタル技術を活用しながら，交通と生活サービスをひ

とつのサービスとして提供する「広島型 MaaS」の

推進 

 オープンデータ化を前提とした都市計画基礎調

査の実施及び３Ｄ都市モデルによる災害リスクの

可視化［R4.3］ 

 

● 新しい生活様式に対応したまちづくりの推進  

 「ひろしま はなのわ ビジョン」の策定 

［R3.11］ 

 「ひろしま公園活性化プラン」の策定［R4.3］ 

 「住生活基本計画（広島県計画）」の策定 

［R4.3］ 

 

● 人を惹きつける魅力ある都心空間の創出 

 官民が一体となってまちづくりを推進していく「広島

都心会議」の設立（R3.4） 
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① 機能集約された都市構造の形成 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 各市町における立地適正化計画策定を促進し，長期的に居住をまちなかへ誘導することにより，人口密

度の維持を図るとともに，都市機能の集約を図り，日常生活サービス機能が効率的に提供される環境を整

備します。 

○ 居住誘導の加速化を図るため，まちなかの中古住宅の流通促進や空き家・空き地などの未利用ストックを

活用した，移住者の受け皿となる居住環境を整備するモデル事業を実施し，立地適正化計画で定められた

居住誘導区域を中心とした全県展開に向けて取り組みます。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

立地適正化計画策定 

市町数（累計） 

目標 8 市町 9 市町 12 市町 13 市町 14 市町 

実績 9 市町     

 

【評価と課題】 

○ 立地適正化計画については，令和７年度の 14 市町での策定に向け，計画の必要性や重要性を説明する

など意識醸成を図るとともに，計画策定・改定委員会などに参画して広域的な視点で助言を行ったことによ

り，令和３年度は目標を上回る市町が計画策定することができた。 

○ 広島型ランドバンク事業については，三原市本町地区をモデル地区として選定し事業案を作成した。 

○ 中古住宅の流通促進等については，令和３年度に県・学識経験者・事業者・市町等で構成する検討チー

ムにおいて，居住誘導区域内の既存住宅の需要と供給がマッチングしない課題等を分析し，解決策のとりま

とめを行った。 

 

【主な事業】・ 持続可能なまちづくり推進事業・・・・・・・・・441 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 立地適正化計画を未策定の市町に対し，引き続き，策定を促すとともに，実効性のある計画となるよう広

域的な視点で助言するなどの支援を行う。 

○ 広島型ランドバンク事業については，令和３年度に作成した事業案に基づき，区画再編などの取組を実施

し，事業スキームの有効性の検証を行う。 

○ 中古住宅の流通促進等について，令和３年度に設置した検討チームの拡充を行い，官民が連携しながら

居住誘導に係るインセンティブ策など，具体的な方策について検討を行う。 
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② ネットワーク及び交通基盤の強化 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 都市計画道路の整備を推進することにより，立地適正化計画の居住誘導区域をはじめとした地域内の交

通基盤の強化及び地域の拠点間を連絡するネットワークの形成を図ります。 

○ 公共交通ネットワークの維持・確保のため，国・市町と連携して，拠点間を結ぶ広域的な幹線バス路線の

支援を実施します。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

拠点間のバス路線が 

維持された市町数 

目標 23 市町 23 市町 23 市町 23 市町 23 市町 

実績 23 市町     

 

【評価と課題】 

○ コロナ禍の影響を踏まえ，国の幹線バス路線の要件緩和に協調した県補助金の増額や広域バス路線の

輸送量要件の緩和による対象路線の拡充など，国，県，市で連携し，適切な支援を行うことで，拠点間を結

ぶバス路線の維持確保を図った。 
○ 新たな感染拡大に伴う影響や新しい生活様式の普及等により，利用者がコロナ禍前まで回復していない

状況が生じている。 

○  「広島県道路整備計画 2021」の取組方針である「県土強靭化のための道路ネットワークの強化」「物流

生産性向上のための道路ネットワークの構築」「コンパクトで持続可能なまちづくりに資する道路整備」等に基

づき，市町とも連携しながら，都市計画道路の整備を推進した。 

 

【主な事業】・ 生活交通確保対策事業 ・・・・・・・・・191 ページ 
・ 街路事業費・・・・・・・・・318 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 引き続き，国の動向を踏まえ，燃油費高騰対策等の支援や幹線バス補助等の拡充など，適切な検討 

及び支援を実施し，公共交通ネットワーク維持・確保を図る。 

○ 引き続き，国の重点施策を注視し，より配分率の高い補助メニューでの事業展開を図るとともに，国への

積極的な要望活動に取り組み，都市計画道路の整備推進を図る。 
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③ 災害に強い都市構造の形成 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 安全・安心に暮らせる居住環境の確保に向け，市町と連携し，立地適正化計画に都市の防災・減災対策

を位置付ける「防災指針」の策定を促進します。 

○ 災害リスクの高い土地の居住を抑制する取組を推進するとともに，災害リスクの低い区域へ居住を誘導す

る取組を促進します。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

都市再生特別措置法に

基づく防災指針を策定し

た市町数（累計） 

目標 0 市町 3 市町 9 市町 13 市町 14 市町 

実績 1 市町     

 

【評価と課題】 

○ 防災指針については，令和７年度の 14 市町での策定に向け，計画の必要性や重要性を説明するなど，

意識醸成を図るとともに，計画策定・改定委員会などに参画して広域的な視点で助言を行ったことにより，

令和３年度は海田町において計画策定することができた。  

○ 市街化区域内の土砂災害特別警戒区域を市街化調整区域に編入する取組について，一部の市町に

おいて自治会連合会への説明会や，土地所有者への個別説明等を実施し地元調整を開始した。 

 

【主な事業】・ 持続可能なまちづくり推進事業・・・・・・・・・441 ページ 
【令和４年度の取組】 

○ 防災指針を未策定の市町に対し，引き続き，策定を促すとともに，実効性のある計画となるよう広域的な

視点で助言するなどの支援を行う。 

○ 市街化区域内の土砂災害特別警戒区域を市街化調整区域に編入する取組について，引き続き取組

の周知を図り，市町と連携しながら，地元説明会を開催するなどにより，土地所有者などの関係者との調整

を進め，市街化調整区域に編入する箇所を確定する。 
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④ 地域と連携し，地域の特性を生かしたまちづくりの推進 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ モデルとなる魅力的な居住環境を創出し，他地域へと波及させていくために，市町や事業者など，モデル

地域の多様な主体と連携し，目指すべき将来ビジョンの共有とその実現に向けた取組を支援します。 

○ 建築プロポーザルによる公共建築物の創造や情報発信及びたてものがたり関連のイベント実施等により，

地域の特性を生かした魅力ある建築物の創造を図るため，民間建築物への波及，及び県民の意識醸成を

促進します。 

○ 市町が取り組む空き家対策を支援するとともに，空き家バンク（ひろしま空き家バンク「みんと。」）の効果的

な情報発信による移住希望者とのマッチングを進めるなど，市町と連携して空き家の有効活用を促進しま

す。 

  
 

ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

魅力的な居住環境の創

出に向けて市町等と連

携した取組件数（累計） 

目標 1 件 2 件 3 件 4 件 5 件 

実績 1 件     

ひろしまたてものがたりサ

ポーター数 

目標 6,390 人 7,540 人 8,690 人 9,840 人 11,000 人 

実績 6,930 人     

県外からの移住者の空き

家バンク成約数 

目標 80 件 90 件 100 件 110 件 120 件 

実績 80 件     

 

【評価と課題】 

○ 令和３年度に「東広島市広島大学周辺エリア」を「ゆとりと魅力ある居住環境の創出モデル事業」のモデル

地区に選定し，地域特性を生かした居住環境の将来ビジョンの策定等を支援した。 

○ たてものがたり関連のイベント等を現地開催だけでなくＷＥＢ配信するなど，多様な開催方法とすることで，

単年度の目標を達成し順調に推移している。 

○ コロナ禍での移動制限等により，物件検討が難しい状況であったが，ひろしま空き家バンクウェブサイト「み

んと。」において，コロナ禍の居住ニーズの変化を捉えた特集ページの作成及びデジタルマーケティングを活

用したウェブ広告を実施するなど効果的な情報発信を行い，県外の移住希望者等と空き家のマッチングを

促進させた結果，県外からの移住者の市町空き家バンク成約数について，目標を達成した。 

 

【主な事業】・ 持続可能なまちづくり推進事業・・・・・・・・・441 ページ 

・ 魅力ある建築物創造事業・・・・・・・・・447 ページ 

・ 空き家活用検討事業・・・・・・・・・445 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 引き続き，モデル地区での魅力ある居住環境の創出に向けた市町の取組支援として，「東広島市広島大

学周辺エリア」において，将来ビジョンの実現に向けたハード面のデザインルール策定等を支援する。さらに，

府中市及び廿日市市の２地区を新たなモデル地区に選定し，当該市町による目指すべき将来ビジョン策定

等の取組を支援する。 

○ たてものがたり関連のイベント等の現地開催に加えてＷＥＢによる配信など開催方法を多様化し，より多くの

サポーターの獲得を目指す。また，建築関係団体等と連携し，積極的な広報を実施する。 
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○ 引き続き，市町や地域が抱えるボトルネックを解決するため，弁護士や建築士等の専門家を市町・地域等

へ派遣するとともに，空き家対策検討部会・空き家活用勉強会において，空き家の発生，活用，除却等の

段階に応じた対応策の検討や先進事例等の共有を行うなど，市町の空き家対策の推進を支援する。さら

に，ひろしま空き家バンクウェブサイト「みんと。」において，ＶＲによる物件紹介を行うなど，県外の移住希望

者のニーズに応じた情報発信を行い，移住希望者と市町等の空き家バンクとのマッチングを支援する。 
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⑤ データと新技術を活用したまちづくり（スマートシティ化）の推進 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 都市における現況及び将来の見通しを示す都市計画基礎調査情報等をオープンデータ化し，行政や民

間事業者等によるデータの利活用を促進します。 

○ 県民生活の利便性・快適性の向上に向け，デジタル技術を活用して，「交通」や「安全・安心」などの分野

における都市や地域の抱える諸課題の解決に向けた取組を進めている市町等を支援し，他地域への普及

を促進します。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

デジタル技術を活用して

都市や地域の抱える諸

課題の解決に向けた取

組に着手している市町数

（累計） 

目標 8 市町 10 市町 14 市町 18 市町 23 市町 

実績 8 市町     

 

【評価と課題】 

○ 令和７年度の 23 市町での展開に向け，令和３年度は広島型ＭａａＳ推進事業において，次の２町でＭａａＳ

の社会実装に向けた調査・研究を行った。 

・ 安芸太田町（モビリティデータに基づく町内移動手段のベストミックス化） 

・ 大崎上島町（区域型ＡＩデマンドバスの導入による海上・陸上交通のシームレス化） 
○ 引き続き，厳しさを増す地域の公共交通について，市町に寄り添いながら，地域の実情に応じた持続可能

な生活交通体系を構築していく必要がある。 

○ 都市計画基礎調査情報のオープンデータ化を前提とした調査手法を整備し，令和３年度の調査情報をイ

ンフラマネジメント基盤「ＤｏｂｏＸ」でオープンデータ化するとともに，データや新技術の活用に向けた先行事

例として，海田町の３Ｄ都市モデルによる災害リスクの可視化などに取り組んだ。 

 

【主な事業】・ 広島型ＭａａＳ推進事業 ・・・・・・・・・439 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 令和３年度に調査・研究を行った２町においては，社会実装に向けた実証実験を行い，県内に展開できる

広島型ＭａａＳモデルの構築を進める。 

○ また，令和４年度に新たに採択した３市町（尾道市，北広島町，世羅町）においては，社会実装に向けた

調査・研究を行い，今年度中に地域が主体となった社会実装計画を策定する。 

○ 引き続き，都市計画基礎調査情報のオープンデータ化や調査情報を活用した３Ｄ都市モデルの構築を行

うとともに，データと新技術の利活用事例等を市町と共有しながら，スマートシティ化を促進する。 
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⑥ 新しい生活様式に対応したまちづくりの推進 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 道路空間のオープンスペース化などにより，歩行空間の拡大を促進するなど，まちなかに快適で楽しめる

「ゆとり」ある空間の創出に向けて，市町と連携して取り組みます。 

○ 公園，広場，緑地等のオープンスペースの充実を図るなど，自然環境が有する多様な機能を活用し，快

適な都市空間の形成や居住環境の向上に向けて，市町と連携して取り組みます。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

まちなかに快適で楽しめ

る「ゆとり」ある空間を形

成する取組に着手してい

る市町数（累計） 

目標 6 市町 7 市町 8 市町 9 市町 10 市町 

実績 6 市町     

 

【評価と課題】 

○ 令和７年度の 10 市町での「ゆとり」ある空間創出の推進に向け，市町課長会議等でウォーカブル推進都

市への参加表明が都市の魅力を向上させ，にぎわいのあるまちづくりに繋がることを説明し，意識醸成を図

ったことにより，呉市が新たに参加するなど，令和３年度の目標を達成した。 

○ 公園に対する新たな価値観や利用者のニーズの変化に対応するなど，魅力的で持続可能な公園の実現

を図るために，「ひろしま公園活性化プラン」を策定した。 

○ 第 37 回全国都市緑化ひろしまフェアの開催を契機として，県，県内 23 市町及び国で設立した，ひろしま

はなのわ魅力推進協議会において，花や緑の持つ多面的な機能を生かした地域づくりのビジョンである「ひ

ろしま はなのわ ビジョン」を策定した。 

 

【主な事業】・ 公園事業費 ・・・・・・・・・318 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 引き続き，他市町におけるウォーカブル施策の成功事例について情報共有を行うとともに，ウォーカブル推

進都市への参加による有益性を説明するなど市町の機運醸成を図る。 

○ 「ひろしま公園活性化プラン」を踏まえた施設更新や民間活力導入等に向けて取り組むとともに，公園指

定管理者と協力しながら県立都市公園の利用促進を図る。 

○ 「ひろしま はなのわ ビジョン」を踏まえ，各市町の花や緑の取組を後押しするため，人材育成や広域連

携に取り組む。 
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⑦ 人を惹きつける魅力ある都心空間の創出 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 広島市都心部においては，まちづくりに関する大きな方向性を定め，個別のエリアマネジメント団体の活動

や再開発事業などが，その方向性に基づき行われるよう調整を行う「広島都心会議」の活動支援など，「ひ

ろしま都心活性化プラン」に掲げる都心の将来像の実現に向けて，広島市と連携して取り組みます。 

○ 福山駅周辺において，エリアマネジメントの仕組みづくりや，三之丸町地区で備後圏域の賑わいづくりを牽

引する施設を整備する事業者の支援など，「福山駅前再生ビジョン」の実現に向けて，福山市と連携して取

り組みます。 

  
 

ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

ひろしま都心活性化プラ

ンの実現に向けて広島

市と連携した取組件数

（累計） 

目標 11 件 12 件 13 件 １４件 15 件 

実績 12 件     

福山駅前の再生に向け

て福山市と連携した取組

件数（累計） 

目標 4 件 5 件 6 件 7 件 8 件 

実績 4 件     

 

【評価と課題】 

○ 広島市都心部については，令和２年９月に広島駅周辺地区と紙屋町・八丁堀地区が広島都心地域へ統

合され，その一部が特定都市再生緊急整備地域に指定されたことで，民間の開発機運も喚起され，令和４

年３月には，基町相生通地区第一種市街地再開発事業が都市計画決定されたほか，複数の再開発事業

の検討の動きも見られた。また，国土交通省の「官民連携まちなか再生推進事業」の採択を受けて，未来ビ

ジョンの策定などに取り組む団体があるなど，エリアマネジメント活動が動き始めている。 

こうした中，令和３年４月に，地域住民，地権者，民間企業，エリアマネジメント団体等の様々な関係者や

行政が一体となって継続的にまちづくりを推進していく「広島都心会議」が設立され，設立初年度である令和

３年度は，活動方針の整理など組織体制の整備を行うとともに，エリアマネジメント団体等の状況把握や関

係構築を中心とした活動を行った。 

○ 福山駅周辺地区については，「福山駅前再生ビジョン」及び「福山駅周辺デザイン計画」に基づく公民連携

プロジェクトが推進されるように，福山駅前デザイン会議等に参加し，県市で取り組んできた。 

こうした中，三之丸町地区（旧キャスパ等跡地）の優良建築物等整備事業の新築工事に着手するなど，

福山駅周辺の再生が着実に進んできた。 
○ 今後も，様々な関係者がエリアの目指す姿を共有しながら，広島都心や福山駅周辺のまちづくりを進めて

いく必要がある。 

 

【主な事業】・ 都市圏魅力創造事業 ・・・・・・・・・423 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 広島市都心部においては，「広島都心会議」が行う，広島都心全体を俯瞰したビジョンの策定やエリアマネ

ジメント団体等の支援などの活動を支援していくことを通して，「ひろしま都心活性化プラン」に掲げる都心の

将来像の実現に向けて，広島市と連携して取組を進めていく。 

○ 福山駅周辺地区においては，エリアの価値を高める開発の促進に向けて，具体的な手法の検討を行う勉

強会の開催や，三之丸町で備後圏域の賑わいづくりを牽引する施設を整備する事業者の支援など，「福山

駅前再生ビジョン」及び「福山駅周辺デザイン計画」の実現に向けた福山市の取組を支援していく。 
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